
持続可能な社会に向けた産総研の役割
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経済的価値

低炭素
資源循環
自然共生
安全安心

社会/市民
●健康
●災害・老朽化対策
●生活の快適性

産業
●低コスト化
●高機能化・高付加価値化
●信頼性向上

政府
●経済成長
●省資源・省エネ
●地域創生

社会的価値



研究力の強化策
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シーズ創出 実用化

・民間資金獲得、分野融合、地域
イノベーション促進につながる研究を支援

・若手研究者（40歳以下）を大胆に支援
（5000万円・5年）

・革新的技術シーズ or 新分野を生み出す
研究を支援

理事長裁量予算でシーズ創出から実用化に至る重点研究課題を推進

・2050年の社会課題解決に向けた研究課題、
社会構造のシフトチェンジにつながる
研究課題を共同実施

テクノブリッジフェアで産業へ展開

産総研エッジ・ランナーズ

理研―産総研チャレンジ研究

戦略予算



研究成果を産業・社会に繋ぐための取組
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基礎研究大学など 企業

大学構内の研究拠点 産総研構内の企業開発ラボ

産総研

基礎研究
産業技術

エース級研究者

研究資金
在籍出向者

オープンイノベーションラボラトリ 「冠研究室｣｢冠ラボ」連携研究室

名大、東大、東北大、早大、阪大
東工大、京大、筑波大、九大

NEC（2件）、住友電工、豊田自動織機、
パナソニック、日本特殊陶業、東京エレクトロン
矢崎総業、UACJ、清水建設、ジェイテクト、
バルカー、DIC
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G20各国の研究所トップによる国際会議を開催

各国のクリーンエネルギー技術の研究開発の現状と今後の方向性を共有、提言をまとめた

2019/10/11, 東京



分野融合のための具体的取組
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AI向けのオープンな高性
能計算プラットフォーム

ABCI
（柏センター）

ゼロエミッション国際共同研究拠点（仮称）

気候変動問題解決に貢献する研究を実施

AIとロボットによる
イノベーション創出
（臨海センター）

グリーンイノベーション・サミット
（2019/10/9, 東京）

人工知能に関するグローバル研究拠点



国立研究開発法人の連携による「国研力」の発揮
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14法人のSDGs関連研究成果
をアピール

国研協SDGsシンポジウム （2019/11/15、東京）
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